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昨
年
の「
乙
巳（
き
の
と
・
み
）」の
年
は「
紆
余
曲

折（
乙
）の
末
、新
芽（
巳
）が
出
る
」年
と
し
て
、新
年

号
に
は『
正
論
を
貫
き
、「
新
芽
」を
育
て
る
年
に
！
』

と
述
べ
ま
し
た
が
、政
治
で
は
紆
余
曲
折
の
す
え
女

性
初
の
高
市
早
苗
総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
年
は「
丙
午（
ひ
の
え
・
う
ま
）」の
年
。「
丙
」は

地
中
か
ら
出
た
芽
が
双
葉
に
な
る
象
形
文
字
、

「
午
」は
杵
で
餅
つ
き
の
交
代
を
示
し
て
い
る
の
で
、

今
年
は「
昨
年
の
新
芽
が
育
ち
、新
旧
交
代
が
進

む
」年
と
考
え
ら
れ
ま
す
。新
芽
は
さ
ら
に
成
長
し

ま
す
が
、一
方
旧
勢
力
の
抵
抗
も
あ
り
四
方
八
方
に

慎
重
な
配
慮
が
必
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
を

怠
る
と
来
年
の「
丁
未（
ひ
の
と
・
ひ
つ
じ
）」は「
外

を
立
て
る
と
内
疎
か
に
、内
を
立
て
る
と
外
疎
か
と

な
る
」難
渋
の
年
と
な
り
、再
来
年
の「
戊
申（
つ
ち

の
え
・
さ
る
）」の「
国
内
混
乱
」の
年
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、今
年
は
将
来
の
戦
略
を
立
て
準
備
を

し
っ
か
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
高
市
総
理
は「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」で
、成
長

す
る
経
済
を
実
現
す
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、と
り
わ
け
30
年
に
も
及
ぶ
長
い

デ
フ
レ
で
原
則
高
齢
化
分
の
伸
び
し
か
認
め
て
こ

な
か
っ
た
診
療
報
酬
改
定
で
、こ
の
3
年
の
物
価

高
・
人
件
費
増
に
苦
し
ん
で
き
た
医
療
界
、と
り
わ

け
物
品
費
の
割
合
の
多
い
歯
科
界
に
対
し
、昨
年
の

補
正
予
算
で
こ
れ
ま
で
の
不
足
分
に
つ
い
て
の
緊
急

の
補
助
を
決
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は「
医
療
介
護
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」と

し
て
、1
無
床
診
療
所（
医
科
・
歯
科
）に
対
し
て
物

価
高
対
策
と
し
て
17
万
円
、人
件
費
対
策
と
し
て

15
万
円
の
合
計
32
万
円
の
支
給
が
行
わ
れ
ま
す
。昨

年
の
18
万
円
の
支
給
は
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
申

請
診
療
所
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
は
17
万

円
を
全
診
療
所
に
、15
万
円
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
申
請
診
療
所
に
加
え
従
業
者
の
給
与
増
を
簡
易

な
形
で
申
請
し
た
診
療
所
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
診
療
報
酬
改
定
率
の
決
定
を
間
近
に
控
え
た
12

月
5
日
、私
は「
国
民
歯
科
問
題
議
員
連
盟
」の
事

務
局
長
と
し
て
田
村
憲
久
会
長
、末
松
信
介
幹
事

と
と
も
に
高
市
総
理
を

訪
ね
、「
令
和
8
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
関

す
る
申
し
入
れ
」（
資

料
）を
行
い
、大
幅
な

新年号
令和8年1月1日

高
市
内
閣
の
誕
生
で

　
　
歯
科
界
前
進
の
時
！

高
市
内
閣
の
誕
生
で

　
　
歯
科
界
前
進
の
時
！

ま
ず
物
価
高
・
人
件
費
増
に
対
処

「
国
民
皆
歯
科
健
診
」も
前
進

改
定
率
ア
ッ
プ
等
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
来
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
率
は
、こ
れ
ま

で
の
高
齢
化
分
し
か
原
則
認
め
な
か
っ
た「
デ
フ
レ

ル
ー
ル
」の
改
定
率
を
改
め
、物
価
高
・
人
件
費
増
に

対
応
で
き
る
よ
う
3
・
0
9
%
の
改
定
率
と
高
市

総
理
が
決
断
を
し
ま
し
た
。直
近
の
2
0
2
4
年

は
0
・
8
8
、2
0
2
2
年
は
0
・
4
3
、2
0
2
0

年
は
0
・
5
5
と
、2
0
0
0
年
以
来
25
年
間
に
わ

た
っ
て
時
に
マ
イ
ナ
ス
改
定
も
あ
り
、毎
回
ゼ
ロ
コ
ン

マ
以
下
の
改
定
率
で
推
移
し
て
き
た
冬
の
時
代
は

も
う
終
わ
り
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
高
市
総
理
の
看
板
政
策
の
一
つ
が「
攻
め
の
予
防

医
療
」。そ
し
て
総
裁
選
で
は
そ
の
具
体
策
と
し
て

「
が
ん
検
診
の
陽
性
患
者
へ
の
精
密
検
査
の
実
施
」

と「
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
」の
二
つ
を
挙
げ
て

い
ま
す
。今
後
の
超
高
齢
少
子
化
社
会
の
人
口
減
の

下
で
、「
寿
命
ま
で
元
気
で
生
き
ら
れ
る
」こ
と
が
本

人
や
家
族
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、国
民
皆
保
険
制

度
と
日
本
経
済
の
維
持
に
も
重
要
で
、そ
の
た
め
に

も「
疾
病
予
防
」「
重
症
化
予
防
」と
い
う
予
防
医
療

が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
こ
で

「
口
腔
の
健
康
が
全
身
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
の
視
点
で
、歯
科
界
の
役
割
が
一
層
高
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
補
正
予
算
や
来
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、「
国
民

皆
歯
科
健
診
」の
推
進
が
重
点
化
さ
れ
、開
発
さ
れ

た
簡
易
な
口
腔
検
査
キ
ッ
ト
を
職
場
健
診
や
節
目
検

診
、特
定
健
診
や
薬
局
な
ど
で
の「
ま
ち
か
ど
健
診
」

で
広
く
活
用
し
た
モ
デ
ル
事
業（
レ
セ
プ
ト
等
で
検

診
結
果
を
調
査
）や
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業（
初
め
て
歯
科

を
検
診
に
導
入
）を
広
く
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
災
害
や
拡
大
す
る
無
歯
科
医
地
域
へ
の
対

応
の
た
め
、歯
科
診
療
車
の
導
入
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
歯

科
診
療
機
器
整
備
に
向
け
47
億
円
の
補
正
予
算
が

成
立
し
ま
し
た
。今
後
各
都
道
府
県
で
地
元
の
歯

科
医
師
会
が
中
心
と
な
り
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
丙
午（
ひ
の
え
・
う
ま
）」の
年
は
？
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政
府
が
昨
年
12
月
に
決
定
し
た
来
年
度
予
算
で
、令
和
8
年

度
診
療
報
酬
改
定
の
本
体
部
分
の
引
き
上
げ
率
を
プ
ラ
ス
3
・

0
9
%
と
、1
9
9
6
年
度
の
3
・
4
%
以
来
30
年
ぶ
り
の
大
幅

改
定
と
な
っ
た
。当
初
1
%
台
の
改
定
率
に
収
め
よ
う
と
し
て
い

た
財
務
省
に
対
し
、医
療
界
と
自
民
党
議
員
の
強
力
な
後
押
し

に
よ
り
最
終
的
に
高
市
総
理
の
英
断
と
な
っ
た
。

　
診
療
報
酬
の
改
定
率
は
、1
9
9
8
年
以
降
長
い
デ
フ
レ
の

影
響
で
原
則
と
し
て
高
齢
化
に
よ
る
増
加
分
し
か
認
め
ら
れ
ず
、

デ
フ
レ
を
脱
却
し
た
と
言
わ
れ
た
近
年
も
2
0
2
4
年
度
が

0
・
8
8
%
、2
0
2
2
年
度
が
0
・
4
3
%
、2
0
2
0
年
度

が
0
・
5
5
%
と
小
数
点
以
下
の
改
定
率
が
続
き
、医
療
界
は
物

価
高
や
人
件
費
増
の
中
で
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。と

り
わ
け
歯
科
は
物
品
費
の
割
合
が
多
く
、歯
科
衛
生
士
の
給
与

も
他
の
医
療
介
護
職
と
比
べ
て
低
い
水
準
で
人
材
流
出
が
止
ま

ら
ず
、閉
院
数
も
年
々
増
加
し
て
き
た
。

　
今
後
は
中
央
医
療
審
議
会
に
お
い
て
、歯
科
医
師
会
と
厚
労

省
で
診
療
報
酬
の
点
数
票
が
策
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

参議院議員
自由民主党　副幹事長　
　　　　　　厚生労働部会部会長代理
朝日大学歯学部　客員教授
………………………………………
昭和33年（1958年）1月8日生まれ。
京都大学法学部卒業。
松下政経塾第2期生。
東京都議会議員（2期）・
衆議院議員（2期）・杉並区長（3期）

山田宏（やまだ ひろし）
プロフィール（2025.12現在）

　「生涯を通じた歯科健診」の法制化を目指し、歯科
口腔医療の大切さが広く国民に浸透するよう働いて
まいります。ぜひ、ご入会いただき山田宏の活動を
ご支援いただけますようお願い申し上げます。

山田宏よい国後援会　

歯科部会にお入り
ください！

山田宏よい国後援会　

歯科部会にお入り
ください！

山田宏  国会事務所
〒100-8962  東京都千代田区永田町2-1-1  参議院議員会館1205号室

Tel.03-6550-1205  Fax.03-6551-1205
お問い合わせは
こちらにお願い
いたします。

お申込みは
こちらから↓

「山田宏の
デンタルマガジン」▶
月2回配信中！

「山田宏のYouTubeチャンネル」▶
（毎週土曜日配信）
月1回歯科のテーマでお話してます。

山田宏の日々の活動は、ホームページ、フェイスブック、ツイッター、YouTubeでご紹介しています

山田宏公式サイト：www.yamadahiroshi.com
山田宏公式Facebookページ：
https://www.facebook.com/yamadahiroshi.page/
山田宏公式ツイッター：@yamazogaikuzo

Facebook公式サイト公式サイト ツイッターツイッター

高
市
早
苗
さ
ん
も
推
薦
！！

山
田
宏
の
新
刊

「
松
下
幸
之
助
が
教
え
て
く
れ
た

日
本
復
活
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
」

1
月
21
日
に
産
経
新
聞
出
版
よ
り

発
売
さ
れ
ま
す
！

新
年
号

出典：日経新聞12月19日

11月20日　厚生労働委員会質疑

↑厚労委員会質疑の映像はQRコードでご覧いただけます（29分30秒） ↑資料1　日本歯科新聞  2025年11月25日  5面

↑資料2　「社会保障を守る会」決議文

令和7年12月18日(木)　緊急集会

令和7年12月18日(木)　守る会要望書手交

高
市
総
理
が
英
断
！

令
和
8
年
度
診
療
報
酬
改
定

30
年
ぶ
り
の

「
プ
ラ
ス
3
・
0
9
%
」の
大
幅
改
定
！

⑴「
骨
太
方
針
2
0
2
5
」に
盛
り
込
む

〜
令
和
7
年
6
月

自
民
党
の
医
療
系
国
会
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
4
月
18
日
に

開
か
れ
た「
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
を
守
る
会
」決
起
大

会
で
、物
価
高
・
人
件
費
増
に
見
合
う
大
幅
な
診
療
報
酬
改

定
を
決
議
。「
骨
太
方
針
2
0
2
5
」に「
次
期
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
、医
療
機
関
の
経
営
状
況
、賃
金
・
物
価
動
向
等

を
踏
ま
え
、持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
た

検
討
」と
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

⑵
厚
労
委
員
会
で
最
低
4
%
の
プ
ラ
ス
改
定
を
強
く

主
張
〜
令
和
7
年
11
月

11
月
20
日
の
厚
労
委
員
会
で
、高
市
内
閣
誕
生
後
初
め
て
の

質
問
に
立
ち
、上
野
厚
労
大
臣
に
過
去
の
物
価
や
賃
金
上
昇

率
な
ど
を
引
き
合
い
に「
最
低
4
%
の
プ
ラ
ス
改
定
が
必
要
」

と
強
く
主
張（
質
疑
写
真
・
資
料
1
）

⑶
自
民
党
国
民
歯
科
問
題
議
員
連
盟
と
し
て
高
市
総

理
へ
の
申
し
入
れ
〜
令
和
7
年
12
月
5
日

〈
一
面
の
申
し
入
れ
書
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。〉

⑷「
社
会
保
障
を
守
る
会
」緊
急
集
会
開
催

〜
令
和
7
年
12
月
18
日

決
議
文（
資
料
2
）を
高
市
総
理
に
手
交
。

　
⑸
高
市
総
理
が
令
和
8
年
度
診
療
報
酬
改
定
率

（
本
体
）を
3
・
0
9
%
と
す
る
こ
と
を
裁
定

〜
令
和
7
年
12
月
19
日

山
田
宏
も
厚
労
委
員
会（
11
／
20
）で

「
最
低
４
％
」を
主
張

　  

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た

　  

山
田
宏
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す

↓国民歯科問題議員連盟として
高市総理に申し入れ
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